
2021年11⽉2⽇(火)・16⽇(火)
会場 秋田令和高等学校
主催 秋⽥市⼈⼝減少・移住定住対策課
運営 (⼀社)持続可能な地域社会総合研究所

1 透明ドームテント組み⽴て実験（11⽉2⽇）

２ 透明ドームテント販売実験（11⽉16⽇）

＼これまでのふりかえりと事業の⽬的をシェア／ ＼透明のビニールカバーをかぶせる／
5〜6名で⼒を合わせると簡単！

＼まずは⾻組みを作って／

＼ソファを⼊れてみよう／

3〜4名で軽々と持ち上げられます

＼完成
〜！／

完成ま
で66分、

解体は
30分⏰

＼テント内に販売ブースを設置／

＼実験後の⾼校⽣アンケートでは…／
今後の活⽤アイデア
「休憩所」や「カフェ」
「プラネタリウム」「キャンプ」
など、中でゆっくり過ごせるものに
意⾒が多く集まりました。

今年度は、まちの⼩さな居場所づくりとして、みんなで協⼒して組み⽴てられる、持ち運びに
便利な「透明ドームテント」の活⽤を検討中！令和⾼等学校の⾼校⽣と実験を重ねています。

＼ 100個の⼤判焼
きが10分で完売／

あるといい備品
「椅⼦」や「ソファ」のほか、
「ライト」や「ランタン」など
明かりがあるといいという意⾒も！

令和高等学校での
「透明ドームテント」
組み立て実験・販売実験

ビジネスコースの⾼校⽣は、商品開発や販売実習などがカリキュラムに組み込まれています。
この⽇は、地域のお店屋さんと商品開発した「⼤判焼き」を、お昼休みに学内で販売しました。


